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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月4日(2011.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物対象における呼吸障害に対する感受性、その存在もしくはその重症度を評価す
る方法、または哺乳動物対象が罹患している周産期仮死を評価する方法であって、該方法
は、
　－対象由来のサンプル中のプロスタグランジンＥ2（ＰＧＥ2）またはその代謝産物のレ
ベルを検出すること；および
　－ＰＧＥ2またはその代謝産物の対照レベルとサンプル中のレベルを比較すること
を含み、
　ここで、ＰＧＥ2またはその代謝産物の対照レベルと比較してサンプル中のＰＧＥ2また
はその代謝産物の高レベルが、対象における呼吸障害に対する感受性、その存在もしくは
その重症度か、または対象が周産期仮死に罹患していることを、それぞれ、指示し、
　該呼吸障害は、無呼吸、周期性呼吸、睡眠時無呼吸、間欠的な低酸素、睡眠の断片化、
低酸素イベント後の自然蘇生不全、閉塞性睡眠時無呼吸症候群、乳児突然死症候群、周産
期仮死、未熟児の無呼吸、低酸素性虚血性脳症、感染性呼吸障害、プラダー・ウィリー症
候群、先天性中枢性低換気症候群、レット症候群、およびパーキンソン病からなる群から
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選択される、
上記方法。
【請求項２】
　サンプルが、尿サンプル、脳脊髄液サンプル、血液サンプル、または非液体サンプル、
例えば組織検体サンプル；例えば脳脊髄液、尿または血液サンプル；特に尿サンプル、を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　対象由来のサンプル中のＣ反応性タンパク質（ＣＲＰ）のレベルを検出すること、およ
びＣＲＰの対照レベルとサンプル中のレベルを比較することをさらに含み、ここでＣＲＰ
の対照レベルと比較してサンプル中のＣＲＰの高レベルが、対象における呼吸障害に対す
る感受性またはその存在を指示する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　呼吸障害が低酸素イベント後の無呼吸、例えば低酸素イベントにより誘発される無呼吸
である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　低酸素イベントが周産期仮死である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　哺乳動物対象がヒト対象、例えば５歳未満のヒト対象または１８歳を超えるヒト対象で
ある、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　ヒト対象が５歳未満であり、そして呼吸障害が、乳児突然死症候群（ＳＩＤＳ）を引き
起こすまたはその尤度を高める障害である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ヒト対象が１８歳を超えており、呼吸障害が成人の睡眠時無呼吸である、請求項６に記
載の方法。
【請求項９】
　呼吸障害が低酸素性虚血性脳症（ＨＩＥ）に関連しているか、または方法が周産期仮死
を評価するためのものである、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ＰＧＥ2またはその代謝産物の対照レベルと比較してサンプル中のＰＧＥ2またはその代
謝産物レベルの上昇度を測定することによって、対象におけるＨＩＥの重症度または対象
が罹患している周産期仮死の重症度を類別することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　サンプルが対象の出生７日以内に採取された脳脊髄液（ＣＳＦ）、尿または血液サンプ
ルである、請求項９または１０に記載の方法。
【請求項１２】
　サンプルが対象の出生２４時間以内に採取される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　－対象から採取した尿サンプル中の一つまたはそれ以上のＰＧＥ2代謝産物のレベルを
検出すること、および
　－該一つまたはそれ以上のＰＧＥ2代謝産物の対照レベルとサンプル中のレベルを比較
すること
を含み、
　ここでサンプル中の該一つまたはそれ以上のＰＧＥ2代謝産物のレベルが該一つまたは
それ以上のＰＧＥ2代謝産物の対照レベルと比較して少なくとも２０％、少なくとも５０
％、少なくとも１００％または少なくとも２００％高いことが、対象における呼吸障害に
対する感受性、その存在もしくはその重症度か、または対象が周産期仮死に罹患している
ことを、それぞれ、指示する、
請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
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　ヒト対象が、閉塞性睡眠時無呼吸症候群（ＯＳＡＳ）、または、プラダー・ウィリー症
候群、先天性低換気症候群もしくはレット症候群から選択される自律神経機能障害を有す
る、請求項１３に記載の方法。
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